
特
別
講
演

特
別
講
演
Ⅱ

特
別
講
演
ｌ

日
中
医
薬
文
化
交
流
史
ｌ
博
多
を
窓
口
と
し
て

一
般
口
演

１
中
国
伝
統
医
学
と
道
教
（
第
十
八
回
）
『
水
涛
伝
』
か
ら
：
：
．
：
…
…
：
：
…
：
…
…
：
：
：
…
…
…
・
・
：
・
・
・

２
「
法
華
経
』
に
み
る
医
療
・
…
…
：
．
…
…
：
…
：
：
…
…
。
：
：
：
：
．
…
・
…
：
：
…
・
…
…
：
：
：
…
…
。
：
：
．
：
：
：

３
宋
板
傷
寒
論
の
三
陰
三
陽
篇
の
成
立
に
つ
い
て
ｌ
異
本
と
の
条
文
比
較
に
よ
る
検
討
ｌ
：
…
：
．
．
：
．
：
。
…
。
．

４
『
内
経
」
「
真
」
字
考
・
…
：
：
：
：
…
…
：
：
：
…
…
・
…
：
：
…
…
・
…
・
・
：
：
…
・
…
…
：
：
．
：
…
…
：
…
：
…
…
．
、

５
北
宋
官
刻
医
書
の
民
間
へ
の
流
通
．
：
…
…
…
…
・
・
・
…
…
…
・
…
．
：
：
…
…
…
：
：
…
…
…
・
・
：
：
…
…
・
陳

６
日
本
の
精
神
病
学
に
お
け
る
遺
伝
学
的
研
究
の
歴
史
（
そ
の
二
…
…
．
：
：
：
．
…
…
：
．
：
…
…
…
…
：
：

７
川
原
汎
と
そ
の
著
「
内
科
彙
講
ｌ
神
経
係
統
篇
」
ｌ
刊
行
百
年
を
記
念
し
て
：
…
：
。
：
．
…
…
…
。
：
：
：
：

８
「
田
原
結
節
の
発
見
者
田
原
淳
」
補
遺
…
。
：
：
…
…
：
…
…
…
：
…
…
：
：
：
…
…
：
：
：
：
…
：
…
。
：
：
…
：

９
日
本
に
お
け
る
近
代
外
科
と
麻
酔
（
１
）
ｌ
虫
垂
の
解
剖
学
的
認
識
と
虫
垂
炎
の
病
理
、
早
期
虫
切
へ
の
過
程

叩
医
史
学
教
育
の
現
状
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
．
…
…
…
：
：
：
．
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
：
…
…
：
：
。
：
：
…
…
：
．

Ｐ
Ｌ
Ｉ
ロ
グ
二
二
Ｆ
卜
や
弓
〃
品
１
口
Ⅱ
ｌ

福
岡
地
方
の
二
千
年
の
医
学
の
歴
史

九
州
大
学
医
学
部
誕
生
と
関
連
医
史
学
資
料
に
つ
い
て

Ⅲ
川
生
月
肴
旦
叩
Ⅱ

第
九
十
八
回
日
本
医
史
学
会
総
会
演
題
目
次

…
：
小
曽
戸
洋
・
・
…
。
（
６
）

吉
元
昭

杉
田
暉

牧
角
和

宮
川
浩

捷
・
小
曽
戸

岡
田
靖

高
橋

冨
田
達

藤
田
俊

大
村
敏

奥
村
武
：
…
。
（
犯
）

曽
田
豊
二
・
・
…
．
（
認
）

郎夫夫昭雄洋 也 宏 道 治
。●■■■e ●｡■凸
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明
治
の
軍
医
部
出
仕
官
に
つ
い
て
：
…
…
…
・
…
：
…
・
…
．
：
：
：
…
・
…
．
：
…
…
．
：
…
・
…
…
：
：
…
…
…
。
：
…
…
：
黒
澤
嘉
幸

明
治
三
十
七
・
八
年
戦
役
「
熊
本
予
備
病
院
外
科
治
験
記
事
」
に
就
い
て
…
．
：
：
．
…
…
：
：
…
…
…
：
。
…
…
・
由
代
逸
郎

日
本
外
科
学
会
の
濫
膓
：
…
…
・
…
…
…
：
：
…
…
．
：
．
…
・
…
…
：
…
…
：
：
…
・
…
…
：
．
…
…
．
：
：
。
…
…
：
・
・
…
…
・
佐
藤
裕

順
天
堂
院
長
佐
藤
進
の
ベ
ル
リ
ン
か
ら
の
手
紙
：
：
・
・
…
…
…
：
…
．
．
：
…
…
…
…
：
…
…
…
・
…
：
…
．
：
…
…
・
酒
井
シ
ヅ

中
川
修
亭
の
「
麻
薬
考
」
の
書
誌
学
的
研
究
…
…
：
：
．
…
…
．
：
…
…
：
．
：
…
…
…
・
・
：
…
．
：
…
・
…
…
：
…
…
…
・
松
木
明
知

戦
時
下
に
お
け
る
医
事
雑
誌
の
統
合
廃
止
：
…
：
…
…
…
…
‐
・
…
…
…
：
…
：
…
…
：
…
…
…
・
…
…
・
…
．
：
：
…
：
寺
畑
喜
朔

「
看
護
」
と
い
う
言
葉
の
使
用
の
は
じ
め
（
第
二
報
）
ｌ
平
野
重
誠
『
病
家
須
知
』
と
看
護
！
…
…
：
．
…
：
…
．
：
…
平
尾
真
智
子

眼
科
医
療
器
械
発
達
史
ｌ
屈
折
及
び
眼
底
検
査
器
械
か
ら
ｌ
…
…
．
：
：
…
…
：
：
。
…
…
…
…
：
…
…
…
奥
沢
康
正
・
野
中
杏
一
郎

済
生
学
舎
の
女
子
医
学
教
育
及
び
そ
の
周
辺
：
…
：
…
…
…
…
…
：
：
：
…
…
：
：
…
・
…
…
．
。
：
。
：
…
：
…
…
…
：
唐
沢
信
安

明
治
女
医
史
の
基
礎
的
研
究
三
）
「
女
医
論
」
に
つ
い
て
：
。
…
…
．
：
…
…
…
：
：
…
…
…
．
：
．
…
…
：
…
…
・
三
崎
裕
子

初
期
の
九
大
皮
膚
科
と
旭
憲
吉
教
授
：
：
：
…
：
：
…
…
：
：
：
…
：
…
・
…
…
：
。
：
…
：
：
：
：
：
…
…
：
…
長
門
谷
洋
治
・
坂
上
俊
之

開
拓
使
お
よ
び
札
幌
県
に
お
け
る
医
術
開
業
免
状
に
つ
い
て

…
：
…
：
…
…
：
：
。
…
…
：
…
…
…
：
：
…
…
：
…
…
島
田
保
久
・
長
瀬
清
・
横
田
一
郎
・
菊
田
道
彦
・
福
井
卓
治
・
吉
田
信

明
治
初
期
に
お
け
る
広
島
県
立
病
院
の
役
割
と
病
院
長
た
ち
．
．
：
：
…
…
：
…
…
．
：
…
・
・
・
：
…
：
・
・
…
：
：
…
・
…
：
江
川
義
雄浦

冊

日
本
及
び
中
国
の
脳
解
剖
の
先
駆
者
ｌ
河
口
信
任
と
王
清
任
：
…
…
・
…
：
・
・
・
…
．
：
：
：
…
…
…
：
。
…
：
：
：
…
…
召

上
皮
の
概
念
の
成
立
に
果
た
し
た
ヘ
レ
ン
と
ケ
リ
カ
ー
の
役
割
…
…
・
…
…
．
：
…
・
…
…
：
・
・
…
…
：
・
・
…
…
：
…
藤
田
尚
男

江
戸
時
代
の
馬
の
内
臓
解
剖
図
と
解
剖
記
述
に
つ
い
て
…
：
．
．
…
…
：
：
…
…
：
・
・
…
…
・
…
・
・
・
・
…
．
：
：
…
…
：
…
松
尾
信
一

新
資
料
〃
美
人
解
剖
図
″
と
〃
刑
死
者
解
体
図
″
：
：
…
…
：
：
…
…
．
．
：
…
…
：
：
…
・
…
…
：
…
…
：
：
…
…
：
：
和
田
和
代
史

秀
梅

Ｉ

『
崎
舘
菱
臆
』
に
つ
い
て
ｌ
清
医
の
胡
兆
新
と
幕
府
医
官
と
の
筆
談
に
つ
い
て
：
：
…
：
：
：
…
…
：
．
：
…
…
：
…
…
・
享

宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
、
中
国
第
一
の
針
灸
証
治
図
説
「
針
灸
捷
径
』
…
…
：
…
…
．
：
：
．
．
：
…
：
…
…
…
．
．
…
…
王
鉄
策

■■■●●①■■
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「
樗
雑
集
」
に
お
け
る
口
腔
部
門
の
研
究
・
…
．
：
：
…
…
…
・
…
…
：
．
：
…
・
…
・
…
：
…
：
：
…
：
…
…
…
：
：
。
…
…
戸
出
一
郎
：

「
寿
域
神
方
」
の
潟
血
療
法
：
：
：
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
：
：
：
：
．
…
…
・
…
：
：
…
友
部
和
弘
・
王
鉄
策
・
小
曽
戸
洋
：

居
延
漢
簡
に
見
る
疾
病
と
傷
寒
の
概
念
：
．
…
…
…
：
：
：
：
．
：
：
…
…
・
・
・
…
：
：
：
。
…
…
…
…
：
。
：
：
．
…
…
…
・
・
：
・
猪
飼
祥
夫
：

敦
埠
文
言
Ｏ
、
六
一
三
（
露
）
と
Ｐ
，
三
二
八
七
（
仏
）
の
合
致
…
…
…
．
：
…
…
…
：
：
：
。
：
…
…
…
・
…
：
．
：
荒
尾
敏
雄
・

浅
井
貞
庵
と
尾
張
の
本
草
学
・
…
：
…
…
…
：
．
…
：
：
：
…
…
…
…
…
：
：
…
…
・
…
…
…
：
：
．
…
：
…
…
・
…
：
：
…
遠
藤
正
治
：

貝
原
益
軒
著
『
大
和
本
草
』
記
載
の
ミ
イ
ラ
の
薬
効
に
つ
い
て
．
：
・
・
・
…
：
…
…
：
：
…
：
：
…
・
…
…
・
江
頭
啓
介
・
原
敬
二
郎
：

『
養
生
訓
」
（
貝
原
益
軒
著
）
に
示
さ
れ
た
医
師
に
な
る
た
め
に
読
む
べ
き
害
に
つ
い
て

（
併
せ
て
現
代
の
漢
方
医
学
教
育
に
つ
い
て
）
…
…
…
…
・
…
：
：
…
…
…
…
：
：
：
：
。
…
・
…
・
…
…
…
：
。
：
…
…
…
原
敬
一
一
郎
・
：

江
戸
期
本
草
家
の
北
陸
へ
の
関
心
（
一
）
山
本
渓
山
の
能
登
半
島
・
立
山
採
薬
紀
行
…
…
．
：
：
：
：
…
…
…
…
正
橋
剛
二
・
：

新
発
見
の
『
啓
迪
集
」
古
紗
本
：
：
：
…
…
…
…
：
…
：
．
：
…
…
…
…
：
：
：
…
…
…
・
・
…
…
：
：
。
…
…
真
柳
誠
・
矢
数
道
明
．
：

田
代
三
喜
の
新
発
見
の
医
書
「
酬
医
頓
得
』
の
意
義
…
・
・
…
…
：
：
：
：
…
…
…
…
・
遠
藤
次
郎
・
中
村
輝
子
・
奈
倉
道
治
．
：

小
島
宝
素
・
海
保
漁
村
の
天
保
十
三
年
の
京
都
訪
害
行
に
つ
い
て
．
：
…
…
…
…
・
・
・
：
：
．
…
…
・
…
…
：
．
：
：
…
：
町
泉
寿
郎
：

亀
井
南
冥
著
「
病
因
備
考
」
に
つ
い
て
（
特
に
後
藤
艮
山
著
「
病
因
考
」
と
の
関
連
）
…
…
…
…
…
…
…
：
。
…
木
下
勤
：
．

「
解
体
新
書
」
の
原
著
者
Ｊ
・
Ａ
・
ク
ル
ム
ス
に
つ
い
て
新
史
料
・
…
…
・
…
。
：
…
…
…
・
…
…
：
：
．
…
…
・
…
…
石
田
純
郎
：
．

ベ
レ
ッ
テ
ィ
ー
ニ
解
剖
図
譜
に
お
け
る
自
律
神
経
系
…
…
…
…
…
…
：
：
…
…
…
…
…
…
・
・
レ
ジ
ス
・
オ
ル
リ
ー
・
本
宮
か
を
る
：
．

福
岡
・
原
三
信
氏
家
蔵
『
阿
蘭
陀
外
科
術
式
図
譜
絵
巻
』
に
つ
い
て
の
考
察
…
…
。
：
：
：
：
．
．
：
：
…
：
…
…
：
・
蒲
原
宏
：
．

「
レ
メ
リ
ン
解
剖
図
」
と
「
原
三
信
解
剖
図
」
に
つ
い
て
．
…
…
．
：
：
…
…
…
…
：
：
：
．
：
：
：
：
：
。
…
原
三
信
・
原
寛
：

赤
城
信
一
に
つ
い
て
（
第
二
報
）
…
・
…
：
。
：
：
．
．
…
…
…
…
：
：
：
：
．
：
上
田
智
夫
・
小
竹
英
夫
・
宮
下
舜
一
・
吉
田
信
：
、

江
戸
幕
府
御
典
医
関
東
船
橋
氏
の
略
史
：
。
…
…
・
…
：
：
…
．
：
…
：
…
…
…
：
…
…
．
：
：
…
…
…
…
…
．
．
：
：
：
．
．
…
奥
富
敬
之
…

「
盲
聾
記
」
の
記
事
か
ら
ｌ
戦
国
時
代
の
医
師
の
日
記
…
…
：
…
…
…
：
：
…
・
・
・
：
：
…
…
…
：
…
．
：
。
…
：
…
…
…
水
谷
惟
紗
久
…

＼
か
ｈ
Ｕ
〆

｛
Ⅱ
）

、
ｎ
Ｘ
Ｕ
〆

一
Ⅱ
）

、
（
Ⅲ
Ｕ
〆

｛
Ⅲ
）

、
ｎ
ノ
ム
〆

一
、
／
］
｝

〆
勺
１
人
、

、
‐
凡
て
〆

（
Ⅲ
）

（
剛
）

、
ｎ
ｘ
Ｕ
〆

（
Ⅲ
）

、
ｎ
Ⅱ
Ｕ
〆

（
卿
）

へ
腿
）

〆
Ｔ
Ｉ
Ｌ
ゞ

（
剛
）

、
ｎ
ｈ
Ｕ
〆

｛
卿
」

（
Ⅷ
）

、
〈
Ⅱ
Ｕ
〆

（
Ｍ
）
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幕
末
期
の
院
内
銀
山
「
お
抱
え
医
」
の
実
態
ｌ
「
門
屋
養
安
日
記
」
に
み
る
庶
民
の
医
療
（
二
・
：
：
：
・
・
…
…
：
莇
昭
三
．

乗
附
氏
家
系
と
乗
附
流
産
科
：
．
…
．
：
：
．
：
：
…
…
…
…
：
：
：
…
…
：
：
：
：
．
：
：
…
…
・
…
：
…
…
…
：
…
：
…
…
：
・
石
原
力
．

モ
ー
ゼ
ス
・
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
の
生
涯
・
：
・
…
・
…
：
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
…
．
：
：
：
：
…
…
…
：
：
：
…
：
泉
彪
之
助
．

リ
ョ
ン
に
お
け
る
医
学
小
史
（
一
）
ｌ
ク
ロ
ー
ド
・
ベ
ル
ナ
ー
ル
博
物
館
ｌ
：
…
…
…
…
：
：
：
…
…
…
：
：
…
…
小
林
晶

ワ
ー
ド
ロ
ッ
プ
「
潟
血
に
つ
い
て
」
一
八
三
五
…
…
…
…
・
・
：
…
…
：
…
…
：
：
…
・
・
…
…
…
：
：
…
…
．
：
．
：
。
…
・
藤
倉
一
郎

ア
ラ
ブ
医
学
で
用
い
ら
れ
て
い
る
蒸
露
剤
の
他
地
域
へ
の
伝
播
…
：
．
…
：
．
：
：
・
・
：
中
村
輝
子
・
遠
藤
次
郎
・
海
保
房
夫
．

フ
ラ
ン
ス
軍
陣
医
学
に
お
け
る
ヴ
ァ
ル
・
ド
ゥ
・
グ
ラ
ー
ス
病
院
の
役
割
…
：
：
…
…
・
…
…
：
．
…
…
…
：
：
：
今
泉
孝

ウ
イ
リ
ア
ム
・
ウ
イ
リ
ス
と
写
真
師
島
霞
谷
・
…
：
…
…
・
…
…
．
：
．
：
：
…
…
．
．
：
．
…
・
…
…
…
：
…
…
…
…
：
：
中
西
淳
朗

適
塾
の
塾
頭
松
下
元
芳
（
筑
後
久
留
米
藩
医
）
の
紹
介
…
…
…
：
：
：
．
：
…
…
…
：
…
：
…
…
…
．
：
…
：
…
・
…
：
中
山
茂
春

緒
方
洪
庵
訳
「
扶
氏
経
験
遺
訓
」
で
の
疑
問
：
：
…
…
…
…
。
：
…
・
・
…
…
：
：
：
：
…
…
…
…
：
…
…
…
：
：
・
・
：
…
津
下
健
哉

一
九
○
○
年
以
降
の
日
本
に
お
け
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
医
療
伝
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＜本号の表紙絵＞

第5回九ﾘ'l'l沖縄八県連合共進会々場の図

この錦絵は明治20年、福岡市制施行の前年、博多東中洲の県立福

岡病院の南側の地に開催された第5回九州沖縄八県連合共進会々場

の光景で、赤レンガ造りの福岡くらぶと共進館の2つの主要建物が

ある。福岡くらぶは礒野七平が発願し建築し、共進会終了後、東京

の鹿鳴館のような社交場として使用され、共進館はパーティーや会

議場となり、京都帝国大学福岡医科大学の第1回卒業生の祝賀会場

となったところ。

この錦絵は共進会の観光用として福岡橋口町の吉松惣之助編輯、

出版したもので､図柄が福岡市博物館藏と福田量藏の2通りがある。

錦絵の左側に県立福岡病院（九大病院の前身）の2階建病棟が見え、

右側の川岸は福岡藩の化学研究所とも云うべき『精煉所祉』である。

東中洲を第1会場とした共進会は、第2会場として千代の松原の

崇福寺境内に「福岡博物展覧会』を開催した。展示物は、郷土の美

術品、福岡･博多の地より出土した古器物(考古学的出土品)。県立福

岡病院より出品された帝王切開による摘出した子宮及び卵巣・無骨

胎児・乳癌の標本。心尖榑動検索器、胸廓伸縮測定器、プレチスモ

グラフ、皮膚病図104枚、紙製人骨全体、人骨写真一折などや長崎県

庁を通じて借り出した博物標本など多くを展示した。この医学博覧

会とも云える福岡博物展覧会を企画したのは、幕末、長崎に留学し

た礒野慶直の次男、礒野七平で私財をもって開催し、福岡くらぶの

建築にも私財を惜しまなかった。七平は後、福岡市長となる。

（奥村武）
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